東京経済大学陸上競技部メールニュース2015-8（Ｈ27.5.22）
第９４回関東学生陸上競技対校選手権大会結果　5月14日～17日　日産スタジアム
第９４回関東学生陸上競技対校選手権大会が5月14日（木）から17日（日）、日産スタジアム（横浜市）で開催されました。東経大は今年も標準記録を突破した15種目のべ25名の選手が4日間熱い戦いを繰り広げました。その結果、昨年の17.25点、総合11位をしのぐ29点をたたき出し19年ぶりの一桁順位、総合９位となりました。この順位は、関東学生連盟加盟校１２３校（昨年度）中２５位になります。

個別種目では、4×100mリレーにおいて、東経大新記録の40秒56で４位入賞し、2004年以来11年ぶりに日本インカレ出場権を獲得したほか。200ｍ決勝で糟谷翔（3）が2位、佐藤隆世（経済４年）が5位入賞。この種目で２位になるのは初めてのことで（過去最高3位=2004年）、2人アベック入賞も初ということです。このほか、4×400mリレー、走幅跳、三段跳、やり投げ種目で入賞を果たしました。
＜2部校総合成績＞
	トラック得点
	フィールド得点
	総合得点
	総合順位

	17点
	12点
	29点
	9位


＜関東インカレ1日目＞　
～4×100ｍRは41秒03で薄氷の決勝進出～

 
 
　砲丸投　決勝　鈴木雄大（3）　　　110ｍＨ予選　小田島義則（2）　110ｍＨ予選　前田洋志（2）
 
 

1500ｍ予選　大蒲（4）　　　　　　　　4×100ｍR予選　1走　金井（2）　　　　　2走　糟谷（3）


 
 

3走　佐藤隆世（4）　　　　　　　　　4走　佐藤耕太（4）　　　　　　　10000ｍ　吉村匠（4）
4×100ｍ予選が決勝進出するためには組1位プラス記録上位4チーム、予選2組に出場した東経大は2位と同記録ながら組3位となり最終組が終わった時点で5番目の記録でチームは静まり返りました。しかし、約1時間後、掲示板には東経大までが予選通過の掲示、チームの雰囲気は一気に高まりました。
【1500m・予選】　
　3組　大蒲　豪（4）　4′01″38　　組12位
【10000ｍ・決勝】
　吉村　匠（4）　31′29″42　組35位
【110ｍＨ・予選】
　1組　前田　洋志（2）　15″48（+0.5）　組6位
　3組　小田島義則（2）  15″51（-0.5）　組7位
【4×100ｍ・予選】
　2組　金井（2）・糟谷（3）・佐藤隆（4）・佐藤耕（4）　41″03　　　組3位・決勝進出　
【砲丸投・決勝】
　鈴木雄大（3）　12ｍ05　　　12位

＜関東インカレ2日目＞
～4×100ｍR　4位入賞、日本インカレ標準記録突破～


 
 

走高跳　吉田（3）　　　　　　　　　　　走高跳　後藤（3）　　　　　　三段跳　丹生谷（2） 5位入賞

 
 

4×100ｍR　4位入賞！　　　　　　　　東経新！全カレ標準突破！　　　　　　4×100ｍRメンバー

　　
　4×100ｍＲで幸運な予選通過から4位入賞、そして悲願の日本インカレ標準記録（40″80）突破を果たしま

した。11年ぶりの出場です。また、三段跳に出場した丹生谷薫（2）は、6本の試技中3本が14ｍ50を超える

安定した跳躍で5位入賞を果たしました。安定感に加えゆったりと大きく見える丹生谷の跳躍は来年以降に大き

な期待がもてます。
【4×100mR 決勝】
金井（2）、糟谷（3）、佐藤隆（4）、佐藤耕 （4）　40"56 　4位・東経新・全日本ＩＣ標準突破
【走高跳 決勝】
吉田丞児(3)　 2m00 　12位
後藤孝平(3)　 NM
【三段跳 決勝】
丹生谷薫(2)　 14m64(+1.1) 　5位・自己新
＜関東インカレ3日目＞


 
 

200ｍ予選　糟谷（3）トップ通過　　　走幅跳　決勝　佐藤耕太（4）5位　　　槍投　決勝　小川（1）5位入賞
走幅跳・佐藤耕太（4）が2年連続の入賞を果たし、やり投げで小川健太（1）が5位入賞。1年生で物怖じしない堂々たる投てきに末恐ろしさを感じます。200ｍは糟谷翔（3）、佐藤隆世（4）が予選突破。4×400ｍＲも順当に予選突破を果たしました。
【200m 予選】
糟谷　翔（3）　 21"68(+0.2) 　組1着　予選通過
佐藤隆世（4）　 21"97(+1.0) 　組2着　予選通過
【800m 予選】
大蒲　豪（4）　 1'57"12 　組4着
【5000m 決勝】
井上雄一 （4）　14'39"83　 28位
【400mH 予選】
小田島義則（2）　 59"05 　組8着
【4×400mR 予選】
本間, 糟谷, 島田, 佐藤隆 　3'13"88　 組2着　予選通過
【走幅跳 決勝】
佐藤耕太（4）　 7m06(-1.1) 　5位入賞
【やり投 決勝】
小川健太（1）　 60m51 　5位入賞・ 自己新
＜関東インカレ4日目＞
～200ｍ、糟谷（3）2位　佐藤隆世（4）5位でアベック入賞～


 
 

ハーフマラソン　　　　　　　　　　　　下澤（3）　　　　　　　　　　　　　　松浦（2）

 
 

200m 決勝　糟谷　2位　　　　　200ｍ　決勝　佐藤隆世　5位　　　　　アベック入賞

 

4×400ｍR決勝　1走　本間　　　　　　　　2走　糟谷→3走　島田　8位

 

200ｍ　表彰台の糟谷　　　　　　メダル　賞状を手にする糟谷
関東インカレ最終日も良い流れが続き200ｍで糟谷翔（3）2位、佐藤隆世（4）5位、4×400ｍRでは200ｍ決勝後の糟谷、佐藤隆画疲労困憊の中、満身創痍の戦いになりましたが8位入賞を果たしました。
2部総合順位10位以内を目標に戦いましたが、その目標を達成することができました。総合順位一桁は1996年の総合4位以来19年ぶりとなります。

【200m 準決勝】
　糟谷  翔(3) 　21"52(-0.3) 　 組1着　決勝進出
　佐藤隆世(4)　 21"65(+0.3)　 組3着　決勝進出
【200m 決勝】
　糟谷  翔(3) 　21"41(+0.8) 　2位
　佐藤隆世(4)　 21"61(+0.8) 　5位 自己新
【ハーフマラソン 決勝】
　松浦大輝（2）　1'10"49 　46位
　下澤聖哉（2）　1'11"31 　49位
【4×400mR 決勝】
　本間, 糟谷, 島田, 隆世　 3'17"04　 8位

幹部交代式　　　5月19日　　　国分寺キャンパスＢ101

 
 

前主将　鈴木泰志　　　　　　　　　　新主将　後藤孝平　　　　　　　　　　新旧幹部
5月19日、国分寺キャンパスB101教室において幹部交代式を開催しました。新主将に就任した後藤孝平（3）は「来年の関東インカレでは総合入賞（8位以内）を目標としたい。」と高らかに宣言しました。旧幹部同様よろしくお願いいたします。
＜2015年度新幹部＞
主将　後藤孝平（経済3）
副将　鈴木雄大（現法3）
主務　本間　涼（経営3）
会計　柚木誠太（経済3）
駅伝ブロック
ブロック長　吉村　匠（経営4）
副ブロック長　安藤雅紀（コミュ4）
主務　桜井悠輔（経営4）
会計　星雄太朗（現法4）
※駅伝ブロックは、箱根駅伝予選会終了時（箱根駅伝出場の場合は箱根駅伝終了時）に幹部交代

＝関東インカレフォト＝
＜1日目＞

 
 

1500ｍ予選　　　　　　　　　　10000ｍ　吉村匠（4）スタート前　　　　全体ミーティング
＜2日目＞

 
 

　　　　　　　　　三段跳　丹生谷（2） 5位入賞！　　　　　　　　　　　　　　横断幕

 
 

4×100ｍRメンバーサブトラックでアップ　　　　4×100ｍR　4位入賞！　　　　　東経新！全カレ標準突破！ 

＜3日目＞

 

チケット配布係                              400ｍH予選　小田島（2）
 
 
　　　　　　　　　　800ｍ予選　大蒲（4）      　　　走幅跳　決勝 佐藤耕太（4）     槍投決勝　小川健太（1）
 
 
　　　　　　　　　　　　　　応援団 　　　　　　　　　　　　　4×400ｍR予選　2走　糟谷     　4×400ｍR予選　3走　島田

 

5000ｍ決勝　井上雄一（4）                  5000ゴール後
＜4日目＞

 
 

ハーフマラソン松浦（2）下澤（3）　　　　　　　松浦　　　　　　　　　　　　　　下澤

 
 

心配そうに電光掲示板を見入る佐藤（4）　ぎりぎりの決勝進出　一番手前　　　　200ｍ決勝　糟谷（3）

 

レース直後の糟谷　　　　　　　　　　　　　アベック入賞


 
 

4×４００ｍRメンバー緊張感！　　アンカー　佐藤隆世　8位入賞！　　　　やり遂げました

 
 

　　　喜びを分かち合う　　　　　　　　　主将のうれし涙　　　　　　　鈴木主将を囲んで
